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1. 栄養障害の血清タンパ ク質お よびト ランスアミナ

ーゼ(ＧＯＴ)，アルカ リ性フオ スファタ ーゼ( Ａ-Ｐ) に及。

ぼナ影響 をみるた めに，今回は飢餓時お よび食餌 中のタ

ンパ ク質レベルを変え た場合の変動を追求し た。

2. 実験動物は ラット を用い，食餌は カゼイン0,    5,

20,  30% のものは ２週間 ，飢餓は ５日間飼育し た。血清･

総タンパ ク量はビ ューレ ット法，その分画は セル ロース

ア セテート膜電気泳動法， ＧＯＴ はReitman-FrankeL

法,  A-P はKind-ting 法によって測定した。

3. 血清総タンパク量はカゼイン5% 群,  30% 群，飢。

餓群で減少した。タンパ ク分画でも影響がみられ た。

血清 ＧＯＴ は飢餓群のみ上昇し ，肝 ＧＯＴ には著変 詐

なかった。 A-P は血清では5  % 群，飢 餓群 で低下し √

肝では30% 群，飢餓群で減少した。しかしこれらの酵貪

活性の変化 は，四塩化炭素障害肝，胆道結架の際の変動

に比べる と僅かであった。


